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第 3研究（第 3章第 2節），第 4研究（第 3章第 3節）では TD成人，TD児を対象に階
層刺激に対する全体－局所の脳内処理過程の発達的変化について検討を行った。課題には
第 1 研究，第 2 研究で用いた選択的注意課題を用いた。その結果，初期成分に反映される
感覚入力に対する反応では両群ともに局所条件において高振幅を示した。一方，後期成分










第 3，第 4，第 5研究ではあらかじめ注意の向け方を指定していたが，日常生活ではあら
かじめ注意の向け方を指定されることよりも，自発的に注意を向ける機会が圧倒的に多く，
ASD の局所優位処理がより顕著に現れる可能性が考えられた。そこで，第 6，第 7，第 8
研究ではあらかじめ注意の向け方を指定しない分割的注意課題実施時の脳内処理過程につ
いて検討することを目的とした。 





し，TD 児は局所条件で高振幅を示し，分割的注意課題では刺激評価における ERP の現れ
方が異なることが明らかとなった。 














第 9 研究（第 5 章第 2 節），第 10 研究（第 5 章第 3 節）では TD 成人，TD 児を対象に
発達的変化について検討を行った。その結果，反応課題において全体優位処理は初期成分
にて TD成人が全体条件で高振幅を示し，TD児は局所条件で高振幅を示すことが明らかと




第 11 研究（第 5 章第 4 節）では ASD 児を対象に全体－局所それぞれの情報処理に特化
した脳内処理過程について検討を行った。その結果，反応課題の遂行成績では TD児と同様
に全体優位処理を示したものの，脳波では初期成分において TD児が局所条件でN2潜時の
延長を示すのに対し，ASD 児は全体条件，局所条件の差を示さず，脳内情報処理の処理速
度を反映する潜時において局所処理亢進を示すことが明らかとなった。しかし，観察課題
では TD児と同様に全体優位の脳内処理過程を示した。つまり，意識的処理の有無によって
ASD児の全体－局所に関する情報処理過程は異なることが示唆された。 
 以上より，ASDの階層刺激に対する視覚情報処理過程は，ERPの初期成分において示さ
れたように，情報処理の初期では TD児と同様に全体処理が行われている。しかし，P3で
示された刺激評価の段階では TD児に比べ局所処理亢進を示す。そのため，第 2研究で示
されたように行動指標において知覚表象では局所処理亢進を示し，注意の向け方の段階で
は局所処理バイアスが生じていると考えられる。P3は刺激評価だけでなく行動レベルにお
ける抑制との関連が指摘されている。そのため，ASDの局所処理亢進は脳内処理過程にお
ける局所情報の抑制困難によって引き起こされている可能性が考えられた。P3が行動レベ
ルにおける抑制と関連することを踏まえると，ASDの抑制機能の問題は N2で示される情
報処理の初期に見られる抑制機能よりも，後続する P3に反映される反応抑制に問題を示し
ている可能性が考えられる。なお，この傾向は選択的注意課題，分割的注意課題ともに同
様であったことから，全体－局所に対する脳内処理過程は注意の向け方の影響を受けない
ことが明らかとなった。また，第 11研究の非階層刺激に対する視覚情報処理過程において
反応課題ではN2潜時において ASD児は TD児に比べ局所処理亢進を示した。局所処理亢
進が P3ではなくN2において示されたのは，非階層刺激は干渉がなく，階層刺激に比べ処
理負荷が低いため，階層刺激よりも前の処理過程において局所優位処理が示されたと考え
られる。 
本研究の結果より，ASDでも非階層刺激であれば TDと同様に全体処理を行っているこ
とが示された。しかし，教室内の環境や物品は基本的にすべて階層構造を持っているため，
ASDの局所優位処理という臨床像が多く示されていると考えられる。そのため，臨床実践
や教育実践の場では局所優位処理であることを念頭に置いた指導が重要であるといえる。
また，注意の向け方によって全体処理が可能ではあるものの，処理方略を TDと同様に全体
優位処理にするのではなく，ASDが示す局所優位処理を強みとして活用していく方法を見
つけていくことも重要な支援の 1つであるといえる。 
